
【公報種別】意匠公報の訂正
【発行日】令和８年１０月２３日（２０２６．１０．２３）

【登録番号】意匠登録第１８３７６８０号（Ｄ１８３７６８０）
【掲載公報発行日】令和８年１０月８日（２０２６．１０．８）
【年通号数】登録公報（意匠）２０２６－１８６

【意匠分類】Ｃ１－１１００
【出願番号】意願２０２５－１７３５３（Ｄ２０２５－１７３５３）

【訂正の要旨】【意匠権者】の【住所又は居所】に誤りがあったので以下のとおり訂正する。
（１９）【発行国】日本国特許庁（ＪＰ）
（４５）【発行日】令和８年１０月８日（２０２６．１０．８）

（１２）【公報種別】意匠公報（Ｓ）
（１１）【登録番号】意匠登録第１８３７６８０号（Ｄ１８３７６８０）
（２４）【登録日】令和８年９月３０日（２０２６．９．３０）

（５４）【意匠に係る物品】枕
（５２）【意匠分類】Ｃ１－１１００
（５１）【国際意匠分類】Ｌｏｃ（１５）Ｃｌ．６－０９

【Ｄターム】Ｃ１－１１００ＶＺＡ
（２１）【出願番号】意願２０２５－１７３５３（Ｄ２０２５－１７３５３）
（２２）【出願日】令和７年８月２９日（２０２５．８．２９）

（７２）【創作者】
【氏名】大杉　千里

【住所又は居所】兵庫県宝塚中筋山手２丁目３番３３号
（７２）【創作者】
【氏名】大杉　和誠

【住所又は居所】兵庫県宝塚市清荒神１丁目１１－２３　クリスタルコート清荒神１０５号室
（７２）【創作者】
【氏名】田中　智貴

【住所又は居所】大阪府吹田市岸部新町６番１号　国立研究開発法人国立循環器病研究センター内
（７２）【創作者】
【氏名】猪原　匡史

【住所又は居所】大阪府吹田市岸部新町６番１号　国立研究開発法人国立循環器病研究センター内
（７３）【意匠権者】

【識別番号】５２２２２８３００
【氏名又は名称】株式会社スマイルケアジャパン社
【住所又は居所】兵庫県小野市王子町２６０番地の１　プリンスハイツ１０５号

（７３）【意匠権者】
【識別番号】５１００９４７２４
【氏名又は名称】国立研究開発法人国立循環器病研究センター

【住所又は居所】大阪府吹田市岸部新町６番１号
（７４）【代理人】
【識別番号】１０００９１４６５

【弁理士】
【氏名又は名称】石井　久夫
【審査官】佐々木　朝康　

（５５）【意匠に係る物品の説明】本物品は、睡眠時に安眠を実現する理想的な寝姿勢を維持させる機能を有
する枕である。即ち、理想的な寝姿勢とは、真っ直ぐに立った姿勢（正常立位姿勢）に近い背骨のラインを保

つことができる、仰向けでの寝姿勢で、背骨がなだらかなＳ字状カーブを保っている状態をいい、睡眠時の気
道を確保させ、かつ首、肩への負担を軽減すると同時に、頭部の過度の左右旋回による頸部血管のねじれや圧
迫の発生を防止できる枕である。そのため、第１に、参考図１のＩＶ－ＩＶ線断面図に示すように、睡眠時に
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第３頸椎から第６頸椎のＳ字カーブに沿って首を支え、頭部を落とし込んで気道を平行にする機能を有するだ
けでなく、第２に、気道が確保された状態で、参考図３に示すように、中央楕円形孔１４で形成される凹部に

後頭部を落とし込み、耳後ろ後頭部が盛り上がり部１２，１３によって支えられることで、過度な頭部旋回が
起きないように右支えおよび左支えが作用し、頸部血管にねじれや圧迫を与えないようになっている。そこ
で、本物品では、参考図２に示すように、中央下方の首部支え１１と、左右一対の盛り上がり部１２，１３

と、これらに囲まれ中央に凹部を形成する楕円形孔１４と、中央上方の頭頂部支え１５とからなり、首部から
後頭部にかけての枕１０の支持構造が、参考図１のＩＶ－ＩＶ線断面図に示されるようになっている。すなわ

ち、第１に、首部支え１１は断面が頸椎Ｓ字カーブに沿って形成される。第２に、首部支え１１から上方は楕
円形孔１４により後頭部が床に着地するまで落ち込むが、一対の左右盛り上がり部１２，１３によって耳後ろ
側頭部が支えられ、かつ頭頂部が凹部上端の頭頂部支え１５で支持される結果、参考図１のＩ－Ｉ線、ＩＩ－

ＩＩ線およびＩＩＩ－ＩＩＩ線断面図に示すように頭部が安定して支持され、気道が確保される。また、参考
図３に示すように、後頭部耳後ろは中央楕円形孔１４と左右盛り上がり部１２，１３とで形成される凹部に支
えられ、右旋回には右支え、左旋回には左支え機能が働き、睡眠時の過度な頭部左右旋回が発生せず、頸部血

管のねじれや圧迫が起きにくくなっている。枕は、エラスチック性を有する伸縮容易な布袋の内部にビーズ等
の流動性粒材、例えば直径０．５のポリスチレン発泡ビーズを充填して構成される。これにより、頭部の移動
に従って支持力を与えながら形状が容易に変形し、かつ所定位置の縫い合わせにより首部支え１１、左右盛り

上がり部１２，１３、頭頂部支え１５が形成される。これらは互いに連通部でつながっており、使用者の頸椎
Ｓ字カーブおよび後頭部の大きさに応じて、首部支え１１、左右盛り上がり部１２，１３および頭頂部支え１
５の高さをビーズ等の充填量により調整できるようになっており、楕円形孔１４の形成する凹部に後頭部が安

定してはまり込むようになっている。
（５５）【意匠の説明】本意匠は、枕に係る意匠の一部についてのものである。実線で示した部分が意匠登録

を受けようとする部分であり、破線で示した部分は参考部分である。意匠登録を受けようとする部分は、首部
支え１１と中央部に設けられた楕円形孔１４からなる。
【図面】

【平面図】
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【底面図】

【右側面図】

【左側面図】
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【正面図】

【背面図】

【参考図１】
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【参考図２】
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【参考図３】


